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市属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてますづ

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

寧きまりを守り　明るい社会を　きずきます。
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国
保
事
業
経
理
状
況

1
国
保
税
の
あ
ら
ま
し
ー

　
昭
和
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
の
決
算
額
は
次
の
通
り
で
す
。

　
歳
入
総
額
で
は
十
三
億
四
干
五
百

三
十
一
万
円
で
五
干
四
十
四
万
一
干

円
の
繰
越
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
で
は
最
も
多
い
の
が
国
庫

醗
響

癒、
繍滋瑳

惚
．
諺

ず
寡
ρ

継
黙

戯

支
出
金
で
六
｝
・
六
音
、
国
民
健
康

保
険
税
が
三
一
・
九
智
で
あ
り
、
こ

の
ユ
つ
で
実
に
九
三
・
五
音
を
占
め

て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
九
四
罫
ま
で
が
保
険
給

付
費
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
予
算
で
は

歳
出
の
ほ
と
ん
ど
が
保
険
給
付
費
で

坦

．
頭
　
ξ
藤
激
び

　　　　　　、愈

・
．
難
影繋

〔

簸」
あ
り
、
保
険
税
や
国
か
ら
の
支
出
金

は
医
療
費
の
支
出
に
使
わ
れ
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。

国
保
は
た
す
け
合
い
の
保
険

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
、
あ

な
た
が
支
払
う
の
は
三
割
だ
け
で
、

残
の
七
割
は
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費

用
は
み
ん
な
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て
出
し
合
っ
た
お
金
（
国
保
税
）

と
国
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
保
は
、
み
ん
な
で
た
す
け
合
っ
て

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
保
険
で
す
。

医
療
費
激
増
し
て
い
る

　
医
療
費
は
激
し
い
勢
い
で
増
え
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
度
で
は
、

一
入
、
平
均
一
年
間
で
、
、
八
万
【
千
七

百
六
十
五
円
、
老
入
で
は
、
二
十
五

万
一
干
三
百
二
十
尾
円
の
医
療
費
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
十
年
前

昭和53年度国保財政C
　　　　・保健施設費　80，339円

　・その他の支出25，998，291円（2．1％）

・総務費50，005，329円（3．9％）7

支出／
，269、297，318，円

・保険給付費（医療費）

　1，193，213、359円

＼　　（94％）　ノ

　●その他収入8、317，268円（0．6％）

・一般会計繰入金28、130．000（2．1％）

・繰越金50，441、717円
　　　　　　　（3．8％）　　イ！

●驚癒，，，，、1

・国庫支出金

　829，237，589円

　　（61，6％）レ！

に
比
べ
て
約
五
・
七
倍
に
も
な
り
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
医
療
費
は
増
え

つ
づ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

誤
っ
た
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
は
病
院
を
転
々
と
渡
り
歩

い
た
り
、
む
や
み
に
薬
を
求
め
た
り

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
誤
っ
た
受
診
の
仕
方
で
す
し

そ
の
う
え
み
ん
な
の
国
保
税
が
無
駄

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
忙
が
し
い
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
も

考
え
て
、
夜
間
、
休
日
の
診
療
や
往
診

も
、
急
患
の
場
合
以
外
は
で
き
る
だ

け
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。誕

『

国
保
税
は
国
保
の

　
　
　
　
　
大
切
な
財
源
で
す
。

　
国
保
は
み
ん
な
が
出
し
合
っ
た
お

金
、
国
保
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

、
今
白
石
市
の
国
保
は
火
の
車
、
み
ん

な
が
使
う
医
療
費
は
国
保
税
だ
け
で

足
り
ず
、
国
の
補
助
金
を
加
え
て
、

や
っ
と
支
払
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

あ
な
た
の
支
払
う
国
保
税
が
な
け
れ

ば
、
白
石
市
の
国
保
は
運
営
し
て
行

け
ま
せ
ん
。

　
健
康
・
保
持
増
進
指
定
保
養
所

　
　
　
利
　
用
　
証
　
交
　
付

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
保

持
増
進
の
た
め
次
の
温
泉
旅
館
を
宮

城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
指

レ

7

〃

斗
⑫

響・
ノ

博’＼

　4　
財

）
し

⊇

偉

定
保
養
所
と
し
て
特
別
割
引
料
金
（
約

三
割
引
）
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
利
用
希
望
者
は
、
白
石
市
保
険
課

ま
た
は
市
役
所
出
張
所
、
分
室
で
利

用
証
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
申

し
出
て
下
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
保
険
課

出
張
所
、
分
室
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

O
指
定
保
養
所

　
鎌
先
温
泉
小
原
温
泉
　
青
根
温

　
泉
　
遠
刈
田
温
泉
　
鳴
子
温
泉

　
秋
保
温
泉
　
作
並
温
泉

国
保
事
業
に
関
心
を
持
と
う

ζ
、

）

／

医
　
療
　
費

保
　
険
　
税

二
七
｝
、
九
四
五
円

七
七
、
八
二
六
円

　
白
石
市
国
民
健
康
保
険
制
度
の
被

保
険
者
は
八
月
］
日
現
在
］
万
八
干

百
二
十
六
人
で
総
人
口
の
四
三
・
五

智
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
市
が
行
っ
て
い
る
非

常
に
大
切
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る
と

も
い
え
ま
す
。

　
］
方
、
そ
の
健
全
運
営
に
は
、
年

々
増
え
続
け
る
医
療
費
や
財
源
負
担

の
問
題
な
ど
、
解
決
の
困
難
な
問
題

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
皆

さ
ん
が
十
分
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一世帯当り医療費保険税

二
三
二
、
五
九
五
円

六
六
、
九
二
八
円

二
一
九
、
七
〇
五
円

六
三
、
六
『
四
円

一
九
一
、
八
五
九
円

四
八
、
九
五
四
円

一
五
九
、
○
〇
五
円

八
、
五
五
一
丙

二
一
一
一
、
二
七
六
円三

〇
、
六
二
七
円

〇
二
、
一
一
一
一
一
一
一
円二

五
、
〇
六
六
円

八
二
、
六
八
二

二

、
＝
一
七
円

七
一
、
四
｝
二
円

一
八
、
六
八
○
円

五
八
、
｝
二
『
円

一
五
、
四
四
一
円

53年度52年度51年度50年度48年度149年度47年度46年度45年度44年度
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梅
田
遺
跡
発
掘
調
査
終
る

　
教
育
委
員
会
で
は
七
月
二
十
日
か

ら
八
月
↑
三
日
ま
で
市
内
大
鷹
沢
三

沢
字
桜
田
地
内
の
梅
田
遺
跡
発
掘
調

査
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
概

要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
，

　
今
回
の
調
査
は
、
新
白
石
駅
前
の

み》

、紅　「

爽
い
｝

声

、
躍

大
鷹
沢
三
沢
桜
田
地
内

区
画
ギ
理
地
内
に
遺
跡
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
事
前
に
遺
構
の
範
囲
確

認
作
業
を
実
施
し
た
。

　
遺
跡
は
束
北
本
線
白
石
駅
の
東
南

約
．
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
斎
が
川
束
岸

に
位
置
し
、
標
高
約
四
十
六
メ
ー
ト

燭譲嶺癬
濯醤．

贈

b
、
y
T

購

姥
逐
、

ぞ

鋸
　鴨　　　　　　▲　　新幹線駅前の発掘現場

　　　　　　　　

灘難盤籔灘蝿
ル
ほ
ど
の
自
然
堤
防
上
の
畑
地
に
立

地
し
て
い
る
。

　
梅
田
遺
跡
が
私
た
ち
の
前
に
初
め

で
、
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
、
昭
和
十

七
年
、
畑
の
深
掘
り
の
際
、
上
西
新

作
氏
が
、
稲
の
穂
を
刈
り
取
る
石
包

藁

獣

懇
磁

’
⇔

二
．

鰯
舗
麟
繧
紐
姥

鑛
灘
古
墳
時
代
の
な
か
で
も
古
い
時
期
の

　
　
鐵
羅
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
市
内
で
発
見

　
　
　
・
撚
さ
れ
た
土
師
器
と
し
て
は
か
言
古

　
　
　
．
く
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
解
　
土
器
の
種
類
と
し
て
は
、
日
常
の

襯
　
　
縮
生
活
食
器
で
あ
る
甕
（
か
め
）
、
壷
（
つ

譲

丁
を
発
見
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
周
辺
の
土
地
で
は
早
い

時
期
（
弥
生
時
代
以
降
）
に
稲
作
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
竪
穴
式
住

居
跡
三
軒
と
多
数
の
遺
物
が
発
見
さ

れ
た
。
未
発
掘
の
部
分
が
あ
る
の
で

実
際
に
は
も
っ
と
そ
の
数
は
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
住
居
跡
は
］
辺
が
約
三
・
五
メ
ー

ト
ル
の
方
形
で
、
地
表
下
約
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
確
認
さ
れ
た
。
火

災
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
確
認
当
初
か

ら
多
く
の
炭
化
し
た
木
片
や
焼
土
が

発
見
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
住
居
跡
か
ら
、
炭
化

し
た
モ
ミ
、
モ
モ
の
種
や
骨
片
、
砥

い
し石

な
ど
が
出
土
し
た
ほ
か
、
多
数
の

土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
ろ
を
使

ぽ
）
、
　
高
圷
（
た
か
つ
き
4
、
　
手
捏

（
て
づ
く
）
ね
土
器
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
同
遺
跡
附
近
に
は
、
斎
が

川
を
隔
て
て
、
白
石
沖
遺
跡
や
北
無

双
作
遺
跡
か
あ
り
、
そ
の
内
容
や
性

格
は
、
ほ
ぽ
梅
旧
遺
跡
と
同
じ
と
推

定
さ
れ
、
河
床
か
ら
畑
地
に
か
け
て

遺
物
が
散
布
し
で
、
い
る
。
梅
田
遺
跡

と
同
じ
く
炭
化
米
と
植
物
種
．
†
を
出

土
し
て
い
る
遺
跡
に
江
ノ
下
遺
跡
な

ど
か
あ
る
。
い
ず
れ
も
斎
が
川
流
域

に
位
置
す
る
遺
跡
で
市
内
で
も
遺
跡

の
集
中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
斎
が
川
流

域
に
人
〃
、
が
集
落
を
形
成
し
、
生
活

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
市
内
で
は
、

伊
果
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
、
当
時
の

豪
族
た
ち
か
栄
華
を
極
め
た
が
、
梅

田
遺
跡
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
存
在
し
た

と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
人
〃
、
の
生
活

の
｝
端
が
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
今
回
は
、
部
分
的
な
発
掘
調
査
で

あ
る
が
、
遺
構
の
範
囲
が
判
明
し
た
。

　
遺
構
は
当
初
よ
り
南
側
に
多
く
存

在
し
、
東
及
び
南
側
の
水
田
に
も
の

び
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
．
古
墳
時

代
の
不
明
な
部
分
が
判
明
し
、
古
代

の
人
々
の
生
活
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
梅
田
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
の
生
活

を
知
る
う
え
。
で
た
い
へ
ん
貴
重
な
遺

跡
で
あ
る
と
同
時
に
、
東
北
の
古
代

史
を
解
明
す
る
う
え
で
も
貴
重
な
発

見
と
い
え
、
今
後
の
詳
細
な
調
査
が

期
待
さ
れ
る
。

4

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
二
十
七

日
ま
で
は
環
境
衛
生
週
間
で
す
。
こ

の
週
間
に
ち
な
ん
で
増
え
続
け
る
家

庭
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。　

白
石
市
の
ゴ
ミ
の
収
集
は
白
石
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
各
地
区
ご
と
に
収
集

日
を
決
め
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
ゴ
ミ
ぐ
ら
い
」
な
ん
て
軽
く
考
え

る
の
は
大
間
違
い
で
、
昨
年
度
一
年

問
に
市
が
焼
却
し
た
り
、
埋
立
て
て

処
分
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
］
万
三
千
百

二
十
ノ
、
こ
れ
は
一
人
あ
た
り
に
す

る
と
三
百
十
六
難
に
な
り
ま
す
。
五

十
二
年
と
比
べ
九
・
三
智
の
増
で
、

家
庭
か
ら
出
て
く
る
ゴ
ミ
の
量
は
年

々
増
え
続
け
て
お
り
焼
却
場
が
限
界

に
き
て
い
る
現
状
で
す
。

　
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
や
チ
ラ
シ
等
で
再
三
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が

今
回
も
ゴ
ミ
の
効
果
的
な
収
集
や
処

理
を
は
か
る
た
め
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
強
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ポ
リ
容
器
又
は
白
石
市
公
衆
衛
生

組
合
連
合
会
指
定
の
「
ゴ
ミ
袋
」
に

よ
る
収
集
も
定
着
し
て
き
て
お
り
ま

す
が
ま
だ
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
紙
袋
に
入

れ
て
出
さ
れ
る
家
庭
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
紙
袋
に
入
れ
て
出

し
ま
す
と
、
収
集
す
る
前
に
野
犬
や

野
良
ネ
コ
等
が
中
を
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ

に
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
が
集
積
所
附
近
の
住
民
に

迷
惑
を
か
け
、
ま
た
収
集
す
る
方
と

し
て
も
余
分
な
労
力
と
時
間
が
か
か

り
円
滑
な
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
す
場

合
は
必
ら
ず
決
め
ら
れ
た
容
器
に
出

す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
場
合
「
燃
え
る

ゴ
ミ
」
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
を
分
け
て

収
集
す
る
こ
と
は
市
民
の
み
な
さ
ん

は
す
で
に
ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
区

分
し
な
い
で
出
さ
れ
て
る
場
合
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
混
合
し
な
い
で

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
う
ち
再
利
用
で

き
る
ビ
ー
ル
ビ
ン
、
［
升
ビ
ン
、
コ

ー
ラ
ビ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
ビ
ン
に
つ
い

て
は
で
き
る
だ
け
買
っ
た
店
に
持
っ

て
い
か
れ
る
よ
う
ゴ
ミ
の
減
量
に
も

ご
協
力
下
さ
い
。

ゴ
、
・
、
を
出
す
と
き
の
注
意

集
積
所
の
ゴ
ミ
の
散
乱
、
悪
臭
の
．

発
生
に
よ
り
附
近
の
人
達
が
迷
惑
し

て
い
る
集
積
所
も
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
燃
え
る
ゴ
ミ
は
ふ
た
付
ポ
リ
容
器

か
白
石
市
公
衆
衛
生
組
合
指
定
「
ゴ

、
・
・
袋
」
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

▽
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
水
分
を
良

く
切
っ
て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

　
ポ
リ
容
器
に
入
れ
て
出
す
場
合
は

容
器
の
内
側
に
新
聞
紙
を
敷
い
た
と

こ
ろ
に
ゴ
ミ
を
入
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

▽
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
ふ
た
付
ポ
リ

容
器
か
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
肥
料
袋
等
）

に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

▽
名
種
ス
プ
レ
ー
等
の
容
器
を
捨
て

る
と
き
は
危
険
で
す
か
ら
穴
を
あ
け

て
下
さ
い
。

▽
ゴ
ミ
は
集
め
る
日
の
朝
に
出
し
て

下
さ
い
。
ま
た
収
集
が
終
り
ま
し
た

ら
速
や
か
に
容
器
を
持
ち
か
え
り
、

あ
と
か
た
づ
け
を
し
て
下
さ
い
。

　　　昭和54年度第3回全市一斉消毒
秋の伝染病予防と衛生害虫駆除のため全市一斉消毒を下記日程によ
実施いたします。

昭和54年度第3回全市一斉消毒日程表実施日程

別区施実地区名曜月日

福岡尾べら、滝下、長袋沖、小下倉区全白　川日9．9

区全越河月10

〃
斉　』11火11

大平水12

大鷹沢木13

原
ノ」

金14

南町、田町、本町、中町、長町、亘理町、新町、短ヶ町、西益岡
中益岡、東益岡白石日16

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大網、芹沢、八宮福岡月17

南区、西上、西下、山根、下原、山ノ下火18

沼ε川原子、不忘、蔵王、三住’水19

本郷4清水小路、寿町、柳町、本郷1、本郷2、本郷3
鷹ノ巣、郡山、上郡山、深谷東区、北区白石日23

注意事項
（D火気のある所では使用しないこと。

（2喰器、飼料、おもちゃ等に直接かけないこと。
（3）消毒に従事される方は必す「マスク」を用いること

〔4昨業終了後は石ケン水で顔、手、足をよく洗うこと

　　　5



自
石
バ
イ
パ
ス
全
面
開
通

九
月
十
四
日
供
用
開
始

　
国
道
四
号
線
白
石
バ
イ
パ
ス
の
福

岡
蔵
本
六
本
松
ー
太
平
中
目
大
平
前

区
間
が
完
成
し
九
月
十
四
日
か
ら
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。∠辱卿“

な斌勘P

　
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
六
日
に
第

一
工
区
で
あ
る
福
岡
蔵
本
六
本
松
～

福
岡
長
袋
天
王
間
二
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
供
用
開
始
さ
れ
て
以
来
二
年

の

覆
）
薯
嘉
噺

『

図
房8搏∠．～θ・

＞
讐
㌔

踏

1繍灘1

学
、
琳
，

ぶ
り
に
第
二
工
区
が
完
成
す
る
わ
け

で
す
。

　
第
一
工
区
、
第
二
工
区
間
の
延
長

が
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

』　　　λ　㌔〆　　［ずド

鼓

班

寧

，

薫

騨罵

こ
の
な
か
に
は
、
長
さ
二
百
八
十
一

肩
の
新
白
石
大
橋
が
あ
り
ま
す
。

　
白
石
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
四
十
六
年

に
用
地
買
収
、
四
十
七
年
工
事
着
工

と
な
り
、
残
り
第
三
工
区
の
路
幅
拡

張
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

緩
和
さ
れ
る
交
通
騒
音

　
市
衛
生
課
が
四
号
線
に
面
し
た
住

宅
地
区
で
交
通
騒
音
を
測
定
し
た
結

果
朝
（
六
時
～
七
時
）
六
七
ホ
ン
、

κ

‘
ぜ
念

昼
（
八
時
～
十
八
時
）
六
九
ホ
ン
、

夜
（
二
十
二
時
～
五
時
）
五
十
八
ホ
ン

の
交
通
騒
音
値
が
出
、
こ
の
数
値
は

公
害
対
策
基
本
法
で
「
維
持
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
る
環

境
基
準
（
朝
五
〇
ホ
ン
、
昼
五
五
ホ

ン
、
夜
五
ニ
ホ
ン
）
を
大
き
く
上
ま

わ
っ
て
い
る
よ
う
な
現
状
で
あ
り
、

バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

交
通
騒
音
も
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

6

羅羅　　　『

　　　　▲　供用開始しているバイバス
　　　　▼　急ビッチで工事が進められている太平前附近

聯

翻ぐ
琵
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蝿

　
湧
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槻
忠
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縄
　
蟻
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市石白

青少年相談センター
（鱈』2111内線432）　だより

　
八
月
十
一
日
大
鷹
沢
地
区
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会
を
最
後
に
八
地

区
の
推
進
大
会
が
終
り
ま
し
た
。
各

地
区
と
も
機
関
団
体
の
皆
さ
ん
の
一

致
し
た
大
き
な
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
も
っ
て
盛
会
に
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
地
域
づ
く
り
に
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
に
お
け
る
、
青
少
年
の
非

行
は
、
咋
年
は
一
昨
年
に
比
し
二
倍

半
の
増
加
を
み
ま
し
た
。
今
年
は
、

そ
の
伸
び
が
ゆ
る
や
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
層
の
低
年
齢
化
が
み
ら
れ

憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
は
、
夏
休
み
の
惰
性
で
、
青

少
年
非
行
の
心
配
さ
れ
る
月
で
す
。

　
み
ん
な
で
さ
ら
に
注
意
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
青
少
年
の
健
全

育
成
を
は
か
る
に
は
、
何
ん
と
い
っ

て
も
「
家
庭
の
健
全
化
」
が
第
一
で

さ
ら
に
そ
の
地
域
づ
く
り
を
一
層
す

す
め
る
た
め
に
も
〃
の
ぴ
ゆ
く
家
庭

の
十
二
章
”
を
実
行
に
移
し
、
明
る

い
家
庭
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

の
び
ゆ
く
家
庭
の
十
二
章

　
し
つ
け

』
な
っ
て
い
る
。

　
が
親
の
役

　
家
庭

　
　
物
よ
り
心
を
子
ど
も
に
与
え
よ

　
・
つ

　
　
子
の
立
場
親
の
立
場
を
認
め
よ

　
・
つ

　
　
何
事
も
気
安
く
話
す
子
に
育
て

　
　
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
と
思
わ
ず

　
に

　
大
事
な
子

12

　
子
は
十
色
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の

ー
　
ほ
め
方
と
さ
と
し
方
と
で
よ
い

2
　
知
ら
ず
知
ら
ず
に
親
は
手
本
に

3
　
両
親
も
子
ど
も
の
心
で
仲
間
入

4
　
子
の
よ
う
す
、
知
っ
て
い
る
の

5
　
子
ど
も
と
の
約
束
ま
も
る
よ
い

67890
　
か
げ
口
や
悪
口
な
く
す
家
の
中

11
　
ど
の
子
で
も
み
ん
な
わ
が
家
の

ー

色
に
咲
き

集

市
職
員

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
採
用
す
る

白
石
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
要

網
に
基
づ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

中
級

初
級

土
木
技
師

建
築
技
師

保
　
母

行
政
A

行
政
B

▽
受
験
資
格

ω
中
級
試
験

該
当
す
る
者

二四六一一
名名名名名

次
の
い
ず
れ
に
も

イ
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

ロ
土
木
技
師
、
建
築
技
師
に
つ
い

て
は
、
土
木
学
科
、
建
築
学
科
を

専
攻
し
た
者
。
保
母
に
つ
い
て
は

保
母
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
｝
日
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑫
初
級
試
験
　
次
吻
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
者

イ
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
者

　
ロ
初
級
、
中
級
と
も
白
石
市
の
区

　
域
内
に
居
住
す
る
者

▽
第
一
次
試
験

　
ω
試
験
種
目
、
中
級
、
初
級
試
験

　
と
も
に
教
養
試
験
お
よ
び
論
（
作
）

　
文
試
験

　
図
試
験
の
実
施
日
時
　
昭
和
五
十

　
四
年
十
｝
月
四
日
　
午
前
十
時
か

　
ら
午
後
二
時
ま
で

　
㈹
試
験
会
場
　
白
石
市
字
桜
小
路

　
三
五
、
白
石
市
役
所
（
大
会
議
室
）

　
㈲
第
一
次
試
験
合
格
発
表
　
十
一

　
月
下
旬
　
市
役
所
前
掲
示
板
に
受

　
験
番
号
を
掲
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
合
格
者
に
は
書
面
で
通
知

　
し
ま
す
。

▽
第
二
次
試
験

　
ω
試
験
種
目
人
物
試
験
　
身
体

　
検
査
お
よ
び
身
上
調
査

　
図
試
験
の
実
施
日
お
よ
ぴ
会
場

　
十
二
月
初
旬
、
白
石
市
役
所
に
お

　
い
て
行
い
ま
す
。

▽
最
終
合
格
者
発
表
　
市
役
所
前
掲

　
示
板
に
受
験
番
号
を
掲
示
し
ま
す
。

▽
採
用

仁D

最
終
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に

　
作
成
さ
れ
る
採
用
候
補
者
名
簿
に

　
登
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
か
ら
採
用

　
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

⑭
名
簿
の
有
効
期
間
は
原
則
と
し

　
て
【
年
で
す
。

▽
給
与

　
白
石
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原

　
則
と
し
て
、
中
級
試
験
合
格
者
に

　
あ
っ
て
は
、
八
万
一
干
四
百
円
、

　
初
級
試
験
合
格
者
に
あ
っ
て
は
、

　
七
万
六
干
六
百
円
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

▽
受
験
手
続

　
U
受
験
申
込
み
　
申
込
み
用
紙
は

　
白
石
市
役
所
秘
書
企
画
課
人
事
係

　
に
用
意
さ
れ
た
用
紙
を
使
用
し
、

　
所
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
⑭
申
込
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四

　
年
九
月
十
七
日
（
月
）
～
九
月
二

　
十
九
日
（
土
）
ま
で
（
郵
送
の
場

　
合
、
九
月
二
十
九
日
消
印
有
効
）

　
申
込
受
付
時
間
　
平
日
は
午
前
八

　
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

▽
そ
の
他

　
ω
受
験
手
続
そ
の
他
受
験
に
関
す

　
る
問
合
せ
は
、
白
石
市
宇
桜
小
路

　
三
五
　
　
白
石
市
役
所
　
秘
書
企

　
画
課
人
事
係
（
岱
五
～
二
↓
一
］

　
内
線
三
二
六
）

図
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
、
受
験

　
に
関
す
る
問
合
せ
等
を
郵
，
便
で
行

う
場
合
は
、
あ
て
先
明
記
の
返
信

　
用
封
筒
（
五
十
円
切
手
貼
付
）
同

封
の
こ
と
。
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ち跡鼻

卜
蘭

配沁
騨

甥

、
鑛

皿マ認り一欄▲　ふるさとおどりパレード

▲　駅前での青空こけし実演

ト
ド
サ
ず

鷲
門
ぴ

思
賜
詠

西
　
姦

塾
．
、
曽

鑛　難、騨

1いました流しう一めん

　
夏
を
い
ろ
ど
る
白
石
夏

ま
つ
り
が
八
月
十
一
～
十

四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
流
し
う
め

ん
、
青
空
こ
け
し
実
演
大

会
、
白
石
ふ
る
さ
と
お
ど

り
パ
レ
ー
ド
、
チ
ビ
ッ
子

相
撲
な
ど
楽
し
い
催
し
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
と
く
に
ふ
る
さ
と
お
ど

り
パ
レ
ー
ド
で
は
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
札
幌
の
ミ
ス

白
石
も
加
わ
り
、
晴
れ
渡

っ
た
夏
空
の
も
と
、
歌
に

踊
り
に
と
市
民
の
“
ふ
れ

あ
い
”
が
広
が
り
ま
し
た
。

解．　　　　　欝

　　　　　相
　　雛シ～曜大屯

▲盛
8

ゼ

声

甑
寒
明

　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
・
曙

　
　
　
　
↓

螺
レ
饗
う

た
心
7

騨織

霧嚢

斎蜘鰍
無
　
購

離
罎

鱗
．

灘

概
、

磯
多

段翻

騨鱗驚

　ド
　ρ
　蝋　　ヂ　　、㎏　
　鰯褥

白
石
川
と
ふ
れ
あ
う
親

と
子
の
集
い
と
銘
う
っ
て

「
白
石
川
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」

が
夏
ま
つ
り
と
同
時
に
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

魚
の
手
づ
か
み
や
、
川

を
中
心
と
し
た
い
ろ
ん
な

楽
し
い
遊
び
、
地
元
の
音

楽
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

に
加
え
て
歌
手
の
さ
と
う

宗
幸
さ
ん
も
出
演
し
、
夏

休
み
を
親
と
子
で
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

アーステダペ：∂レ

　鑑〆　，欝1蟹．、、一鮮隠ザ、、

　　璽一F年　厩一窪｛
　　1、蒙　　誓響；．！』

　　　　　　▲野　外　演　奏

紫，◎マ
▲　親子で川がいっばい

　
　
．
叔昏

。



わが子もど会

本郷第三地区

　
本
郷
第
三
地
区
は
現
在
人
口
約
二

千
入
・
．
†
ど
も
会
会
員
数
二
百
人
を

越
す
マ
ン
モ
ス
地
区
で
す
。

。
こ
の
地
区
で
子
ど
も
会
の
活
動
を

通
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
「
親
の
会
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
集

ま
り
で
自
分
た
ち
の
歌
を
う
た
い
口

ず
さ
み
、
楽
し
い
子
ど
も
会
活
動
を

し
て
も
ら
お
う
と
昭
和
五
十
二
年
地

　
　
　
　
　
　
　
　
曽
、

魯、箏

藁
難

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
駄

　
　
　
　
礪
襲
∵
、
鑛
講

心
，
．
噸
醗

区
内
の
人
か
ら
歌
詞
を
募
集
、
応
募

作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
山
田
文
子

さ
ん
の
詞
に
大
場
良
一
さ
ん
が
曲
を

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
三
月

子
ど
も
会
歓
送
迎
会
の
と
き
に
発
表

さ
れ
、
そ
の
後
は
集
ま
り
ご
と
に
特

に
親
の
会
三
大
行
事
で
あ
る
「
春
の

子
ど
も
み
こ
し
大
会
」
「
海
水
浴
会
」

「
親
と
子
の
大
運
動
会
」
な
ど
で
は

大
き
な
声
で
う
た
い
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
郷
第
三
子
ど
も
会
の
歌

・
二
、

三
、

蔵
王
の
山
に
今
日
も
ま
た

陽
は
暖
か
く
雲
晴
れ
て

僕
も
私
も
手
を
と
っ
て

あ
あ
、
あ
あ
い
ま
大
き
な
大
き

な
輪
に

我
等
本
郷
本
郷
第
三

朝
の
光
が
呼
ん
で
い
る

空
に
む
か
っ
て
伸
び
よ
う
よ

朝
は
ひ
と
つ
に
枝
と
枝

あ
あ
、
あ
あ
い
ま
大
き
な
大
き

な
木
に

我
等
が
本
郷
本
郷
第
三

緑
の
道
に
川
風
よ

み
ん
な
の
胸
に
心
地
よ
く

こ
だ
ま
が
返
る
歌
声
の

あ
あ
、
あ
あ
い
ま
楽
し
い
楽
し

い
つ
ど
い

我
等
が
本
郷
本
郷
第
三

聞
き
寺
き
あ
墾
飢

　
　
　
　
　
山
　
の
　
神
様

　
山
の
神
様
は
山
を
守
る
神
様
で
、

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
立
派

　
　
　
　
　
ま
つ

な
ホ
コ
ラ
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
も
あ

れ
ば
、
道
端
に
「
山
神
」
と
彫
っ
た

石
碑
も
あ
る
。
こ
の
辺
で
は
小
牛
由

の
山
の
神
様
が
安
産
の
神
様
と
し
て

大
へ
ん
有
名
で
、
今
で
も
山
間
の
部

落
で
は
年
に
春
と
秋
と
二
回
、
小
牛

田
の
山
の
神
講
が
あ
る
。
こ
の
神
様

は
四
月
一
日
か
ら
、
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
よ
　
　
し
ろ

ま
で
田
の
神
様
に
変
る
。
田
圃
の
代

掻
き
の
と
き
に
、
人
が
決
し
て
こ
の

代
掻
き
馬
に
乗
ら
な
い
の
は
、
田
の

神
様
が
乗
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
、

と
い
わ
れ
る
。

　
今
か
ら
三
十
五
、
六
年
ほ
ど
前
の

秋
、
弥
治
郎
の
木
地
屋
の
新
山
福
太

郎
の
女
房
が
夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら

山
の
神
様
の
す
ぐ
上
の
山
に
タ
キ
ギ

取
り
に
行
っ
た
。
な
ん
せ
、
こ
の
神

様
は
女
が
き
ら
い
だ
か
ら
と
、
内
心

ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
い

る
う
ち
に
、
案
の
じ
ょ
う
、
ガ
ダ
ガ

ダ
、
バ
リ
バ
リ
、
ド
が
ン
ド
ガ
ン
と

ま
る
で
お
堂
が
ひ
っ
く
り
か
え
る
よ

う
な
音
が
し
て
き
た
。
女
房
は
仕
事

の
手
を
休
め
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、

だ
ま
っ
て
見
て
い
た
が
、
な
か
な
か

や
み
そ
う
も
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ま
す

⑰
菅
野
新

ま
す
、
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
と
う

と
う
、
お
っ
か
な
く
な
っ
て
、
タ
キ

ギ
を
一
把
取
っ
た
き
り
で
、
ガ
ラ
ガ

ラ
丸
め
て
、
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
石
段

を
降
り
て
き
た
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
の
話
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
小
原
の
木
地
屋
の
本
田
鶴
松
が

あ
る
と
き
、
山
に
木
を
伐
り
に
行
っ

て
、
大
切
な
紙
よ
り
の
タ
バ
コ
入
れ

を
、
ほ
ろ
っ
た
。
い
く
ら
探
し
て
も

見
付
か
ら
な
い
。
そ
の
と
き
、
ひ
ょ

っ
と
、
山
の
神
様
の
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
こ
の
神
様
は
女
だ
か
ら
、
探

し
当
て
た
ら
男
の
大
切
な
物
を
見
せ

る
約
東
を
し
て
本
気
に
な
っ
て
頼
む

と
必
ず
見
付
か
る
、
と
い
う
話
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
鶴
松
は
「
山
の
神
様

山
の
神
様
、
も
す
（
も
し
）
、
め
っ
け

だ
ら
、
じ
エ
ん
ぶ
、
め
し
エ
っ
か
ら
、

ど
う
が
探
す
て
く
な
え
」
と
い
っ
て
、

熱
心
に
お
願
い
し
て
か
ら
、
ま
た
、

そ
こ
ら
あ
た
り
を
、
］
生
懸
命
、
探

し
回
っ
た
。
す
る
と
、
間
も
な
く
、

見
付
か
っ
た
。
す
っ
か
り
喜
ん
だ
、

正
直
者
の
鶴
松
は
、
約
束
ど
お
り
、

「
山
の
神
様
、
ど
う
が
、
見
で
く
な

え
」
と
い
っ
て
、
自
分
の
大
事
な
物

を
全
部
出
し
て
、
う
や
う
や
し
く
、

お
見
せ
申
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
山

の
神
様
は
女
だ
と
、
『
般
に
信
じ
ら

れ
て
い
る
。
亭
主
が
女
房
の
こ
と
を

山
の
神
と
呼
ん
で
、
お
っ
か
な
が
る

の
は
、
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
山
の
神
様
は
旧
の
二
月
八
日

と
十
二
月
八
日
に
は
、
大
き
な
山
伏

　
て
ん
く

か
天
狗
の
お
姿
で
山
の
木
を
数
え
て

歩
く
の
で
、
こ
の
日
に
山
に
入
っ
て

木
を
伐
る
の
を
見
付
か
る
と
、
オ
ト

ガ
メ
を
こ
う
む
る
。
ま
た
、
二
つ
股

と
三
つ
股
の
木
は
山
の
神
様
が
腰
を

掛
け
て
お
休
み
に
な
る
木
だ
か
ら
、

伐
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
今
か
ら
四
十
年
ほ
ど
前
に
、
遠

　
　
　
セ
ロ
ニ
リ

刈
田
の
木
樵
が
地
上
ニ
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
、
サ
ク
ラ
と
ケ

ヤ
キ
が
ね
じ
れ
て
二
つ
股
に
な
っ
て

い
る
木
を
伐
っ
た
。
そ
の
と
き
は
何

事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
間
も
な

く
キ
ノ
コ
取
り
に
行
っ
た
と
き
に
、

サ
ク
ラ
の
二
つ
股
の
く
さ
れ
た
木
が

急
に
倒
れ
て
き
て
、
そ
こ
を
通
っ
た

木
樵
の
背
中
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
。
そ

の
夜
、
女
房
の
枕
も
と
に
、
夢
で
な
く
、

ウ
ツ
ッ
に
女
の
お
姿
を
し
た
山
の
神

様
が
現
わ
れ
た
の
で
、
亭
主
は
、
今

家
に
帰
っ
て
こ
な
い
が
、
山
の
な
か

で
死
ん
だ
こ
と
が
分
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
今
で
は
二
つ
股
で
も
三
つ

股
で
も
、
お
か
ま
い
な
し
に
、
ど
し

ど
し
伐
っ
て
い
る
。

1回

生
活
の
知
恵

　
　
　
　
ひ
つ
じ
ぐ
さ

　
愛
ら
し
い
す
い
れ
ん
の
花
が
池
の

水
に
姿
を
う
つ
し
て
い
る
。
夏
の
景

物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
す
い
れ
ん
が
和
名
で
、
ひ
つ

じ
ぐ
さ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

人
々
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

動
物
の
羊
に
由
来
す
る
名
前
で
は
な

「
距
髄
髄
睦
匹
距
”
睦
髄
”
翻
一

’』、

岩
庄

交宿

薔属
歌

く
て
、
ひ
つ
じ
の
刻
（
午
後
二
時
）

に
関
係
す
る
名
前
で
あ
る
。

　
大
槻
文
彦
の
「
大
言
海
」
に
よ
れ

ば
、
「
未
（
ひ
つ
じ
）
の
刻
よ
り
閉
ず
る

故
に
名
づ
く
」
と
あ
り
、
金
沢
庄
三

郎
の
「
広
辞
林
」
に
は
「
朝
に
開
き
、

午
後
二
時
即
ち
未
の
刻
頃
に
閉
ず
、

故
に
ひ
つ
じ
ぐ
さ
の
称
あ
り
」
と
記

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

壇

川
　
股

実
入
れ
よ
き
英
よ
り
む
け
ば
ふ
く
よ
か
に
い
と
鮮
か

な
そ
ら
豆
の
色
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

頂
上
へ
急
登
に
あ
え
ぐ
｝
列
を
ガ
ス
が
た
ち
ま
ち
覆

つ
て
し
ま
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
関
　
淑

暗
黙
の
和
解
な
り
し
か
つ
ぎ
足
せ
し
グ
ラ
ス
に
淡
き

月
の
か
げ
さ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

郭
公
鳥
喘
き
去
り
行
け
ば
手
を
や
す
め
汗
を
拭
き
つ

つ
空
を
眺
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

あ
さ
ま
だ
き
き
じ
ば
と
親
子
む
つ
ま
じ
く
花
壇
の
中

を
見
え
か
く
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
加
藤
か
つ

故
意
に
て
は
な
し
と
思
へ
ど
音
荒
く
ド
ア
ー
閉
め
ゆ

く
を
聞
き
て
か
な
し
も
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

水
や
れ
ば
葉
蔭
の
花
の
つ
や
め
き
て
鉢
植
の
茄
子
の

し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
新
村
出
の
「
広
辞
苑
」
に

は
「
未
の
刻
ご
ろ
に
開
花
す
る
と
い

う
の
で
こ
の
名
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
し
、
平
凡
社
の
世
界
大
百
科
事

典
に
よ
る
と
、
「
す
い
れ
ん
、
和
名
ひ

つ
じ
ぐ
さ
は
未
の
刻
（
午
後
二
時
）

に
開
花
す
る
こ
と
か
ら
出
た
が
、
正

午
こ
ろ
か
ら
開
き
夕
方
し
ぽ
む
」
と

あ
る
。

　
ど
の
辞
書
も
、
ひ
つ
じ
の
刻
に
関

係
す
る
名
前
で
あ
る
こ
と
は
共
通
で

あ
る
が
「
開
く
」
と
「
閉
じ
る
」
で

兵
　
三
　
選

は
ま
る
き
り
反
対
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
、

実
際
に
観
察
し
た
学
者
が
い
る
。
例

の
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
で
あ
る
。

牧
野
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
お
ぐ
ら

月
京
都
の
巨
椋
池
に
舟
を
浮
か
べ
て

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
正
午
ご
ろ
か
ら
、

が
く
が
少
し
ゆ
る
み
始
め
て
、
二
時

ご
ろ
に
花
弁
が
全
部
開
き
、
五
時
半

に
は
閉
じ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
牧
野
富
太
郎
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ

た
通
り
、
ひ
つ
じ
の
刻
に
開
く
の
が

正
し
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
牧
野
に

実
り
待
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

厨
辺
に
初
夏
の
香
り
の
漂
ひ
て
夕
べ
賑
う
鮎
の
季
く

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

農
に
就
き
三
年
と
な
り
て
亡
き
母
の
姿
思
ひ
つ
つ
励

ま
さ
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
英
子

あ
じ
さ
い
の
花
群
に
強
き
雨
降
り
て
ぬ
れ
し
紫
な
ほ

濃
く
見
え
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

苔
む
し
て
苔
の
に
ほ
ひ
の
す
る
庭
に
大
宮
人
を
わ
れ

尽
ひ
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
澤
ま
つ
子

い
づ
こ
よ
り
き
し
花
び
ら
か
庭
先
に
並
べ
し
ご
と
く

吹
き
た
ま
り
を
り
　
　
　
　
・
　
　
黒
田
朝
子

夏
の
夜
を
み
ま
か
り
し
母
の
夢
に
い
で
わ
れ
に
語
り

て
く
れ
よ
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

俳

壇

よ
れ
ば
、
花
は
白
い
の
が
ふ
つ
う
だ

が
、
ピ
ン
タ
色
を
お
び
た
の
も
あ
り
、

三
日
間
は
開
い
た
り
、
閉
じ
た
り
し

て
い
る
が
三
日
後
に
は
し
お
れ
て
し

ま
い
、
花
の
柄
が
曲
が
っ
て
水
中
に

も
ぐ
り
、
実
が
熟
す
る
と
、
水
底
で

破
れ
て
種
子
を
出
す
。
ま
た
ひ
つ
じ

ぐ
さ
は
日
本
に
野
生
す
る
す
い
れ
ん

の
唯
一
の
種
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

　
夏
の
池
や
沼
を
い
ろ
ど
り
、
情
緒

あ
ふ
れ
る
す
い
れ
ん
も
植
物
学
的
に

は
、
い
ろ
い
ろ
と
話
題
を
な
げ
か
け

る
植
物
で
あ
る
。

鈴
木
　
貞
　
二
　
選

あ
が
り
蚕
に
書
餉
お
く
れ
て
詫
び
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
愛
嶺

緑
蔭
の
奥
に
茶
室
の
ひ
そ
と
あ
り
　
　
青
木
良
子

雑
草
の
は
び
こ
り
止
ま
ず
梅
雨
つ
づ
く
　
山
吹
さ
く

あ
じ
さ
い
を
揺
ら
・
し
て
子
猫
露
こ
ぼ
す
　
鈴
木
民
子

か
り
が
ね
の
高
々
、
渡
り
湖
底
村

草
刈
に
集
ふ
P
T
A
の
人
ら

苔
庭
に
薮
こ
う
じ
の
実
目
立
ち
け
り

つ
る
ば
ら
の
こ
こ
迄
匂
ふ
草
を
引
く

待
ち
を
り
し
喜
雨
に
百
姓
畦
走
る

熱
高
き
．
†
に
夜
の
更
け
し
半
夏
生

晩
霜
の
痛
手
は
げ
し
き
一
部
落

梅
雨
明
け
し
山
の
青
さ
よ
風
吹
け
る

山
路
来
て
ほ
の
か
に
匂
う
百
合
の
花

現
れ
し
蛇
に
も
怖
ぢ
ず
草
刈
女

佐
藤
弥
四
郎

安
藤
し
げ

遠
藤
省
三

小
野
嘉
津
子

半
沢
も
り
え

大
庭
良
．
r

木
村
英
．
r

阿
部
み
さ
．
士

ヤ
弓
あ
廿
同
孔
l
h
㌔
・
r

　
選
者
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
匡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　當　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　漏　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　墨　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　墨　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　＝　　　　　　　　置　　　　　　　醤　　　　　　置　　　　　置　　　　置　　　置　　置　置置
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成人病検診
　巡回検診卓「やすらぎ号」によ

　る成人病検診を下記により実施い

　たします。あなたの健康管理のた

　め受診されるようおすすめいたし
お

　ます。
し

ら〉対象者　40歳以上の市民

せ（老人健康診査も同時に行います、）

板［＞検査種目　血圧、尿、その他必

　要に応じて心電図、眼底、血液

　検査も行います。

　〉日時　9月10日　f3時30分～14

　時。

　〉対象地区　八宮、芹沢、大網

　〉会場　八宮生活センター

戦没者遺族の方へ

　〉満州事変（昭和6年9月18日）
お

し以降の戦没者の遺族で・公務扶助

ら料・遺族年金、遺族給与金等を昭

サ和54年、4月1日において受給して

板　　『方がいない場合、特別弔慰金

　としU2万円、6年償還の国債が

　支給されます。

　〉満州青年移民（昭和12年11月30

　日閣議決定）「満州に対する青年

　移民送出に関する件」に基づくも

　の）を準軍属として処遇したこと

　によセ）、死亡者の妻又は父母等と

　して昭和53年10月1日において遺

　族給与金の受給権を取得した方に

　妻の場合は20万円、10年償還の国
お

　債及び父母等の場合は10万円、5
し

　年償還の国債がそれぞれ支給され
ら

せます。

板〉昭和48年4月2日以後に戦傷病

　者等と婚姻した妻及び同日以後戦

　傷病者等となった方の妻に、昭和

　54年4月1日において傷病恩給、

　障害年金等を受けている場合、そ

　の不具廃疾の程度に応じ特別給付

　金が支給されます。

　　くわしいことは、市役所、社会

　福祉事務所社会係にお問い合せく
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ださい。

盈5－2111内線156へ

電報電話局
　電話料金の支払い期限等か変わ

ります、54年9月請求分から電報

電話料金をコンビューターにより

計算することになりました。これ

に伴ない通話料、電報料等の計算

期間及び支払期限等が変更になり

ます、

◎公社請求書、領収書の「ハガキ」

　の様式が若干変わりあて名が全

　部カタカナ書きに変更されます。

◎ダイヤル通話料、交換手扱い通

　話料、電報料等の計算期間及ぴ

　支叔、い期限はつぎのように変わ

　ります。

内
爵

市
局

4局

5

6

区別
月別

計算期間

請求書到着日

お支払い期限

市内局番7局・ε局・9局

9月請求分

8月1日～9月10日

9月27日ごろ

朋10日

10月以降　木分

当月10日締切

当月27日ごろ

翌月10日

従来と変わりません

白石市史編さん室

　白石市史別巻「考古資料篇」に

ついて、すでに配本していますが、

まだ数に余裕がありますので購入

希望の方は至急市総務課（盈5－

2111内線323）までお受取
りに来て下さい。

　※頒布代金　1部5千円

簡保資金写真コンクール

　簡易保険加入者の皆さんから払

い込みいただいた保険料は、保険

金としてお支払いするまでの間、

道路、学校、住宅等の建設に役立

っております。白石市にも約7億

円が融資され、明るい街づく1）に

役立ってます。

〉応募要領

1テーマ

簡易保険の資金で作られた施設

　とする明るい作品、（例～市内の

　小・中学校、寿山、緑ケ丘住宅、

第二幼稚園、益岡公園、東北新

幹線、東北縦貫道）など。

2作品の大きさ

カラーは35ミリ以上、白黒は四お

っ切り。　　　　　　　　し

3募集〆切　　　　　　　ら
昭和54年10月31日まで　　　　せ

4受付　白石郵便局の窓口へ　　板

5入賞推選特選入選1圭作
には賞金、賞品がおくられるほ

か、全員に参加賞があります。

　くわしくは郵便局へおたずね下

さい。

自衛官募集
　節度ある団体生活、安定した待

遇、将来曹幹部として希望に満ち
　　　　　　　　　　　　おた道が開かれております。
　　　　　　　　　　　　し
02等陸・海・空士
　　　　　　　　　　　　ら
〉応募資格　昭和55年3月高校卒せ

　業見込の者
　　　　　　　　　　　　板
D〉身分　特別職国家公務員

〉給与　初任給8万5千8百円

〉試験　10月1日以降選考開始

〉入隊後の生活

O勤務は1週44時間　土曜日半日

　日曜祭日は休日。年24日の有休

休暇が与えられます。

○課業外は自由な行動がとれ外出

　もできます。

○学生コース
　　　　　　　　　　　　お
防衛大学生、航空学生、一般曹

　　　　　　　　　　　　し
候補生、看護学生等のコースも

　　　　　　　　　　　　ら
あります。

　　　　　　　　　　　　せ
〉応募の相談市役所市民課費5板

一2111または地方連絡部柴

田募集事務所四〇2245～4

～2819

期納
税
税

　
産
画
期

の
資
計

月
定
市
3

　
固
都

今

味
自
慢

矢ノ目　と　も　（大平）

　
材
料
（
四
人
分
）
　
い
ん
げ
ん
三

百
9
、
は
る
さ
め
五
十
9
、
ハ
ム
八

十
9
、
と
き
が
ら
し
、
ご
ま
油
、
薄

焼
き
卵
、
さ
と
う
．
し
ょ
う
油

　
作
り
方

　
い
ん
げ
ん
は
三
セ
ン
チ
の
長
さ
に

切
り
、
た
っ
ぷ
り
の
湯
を
使
っ
て
ゆ

で
、
ハ
ム
は
た
ん
ざ
く
切
り
、
は
る

い
ん
げ
ん
と
ハ
ム
の
か
ら
し
和
え

さ
め
は
ゆ
で
も
ど
し
て
三
種
．
の
長
さ

に
切
り
ま
す
。
し
ょ
う
油
大
さ
じ
三

杯
、
さ
と
う
小
さ
じ
一
杯
、
と
き
が

ら
し
小
さ
じ
二
杯
、
味
の
素
を
少
々

ま
ぜ
合
わ
せ
、
タ
レ
を
作
り
ま
す
。

　
い
ん
げ
ん
、
ハ
ム
、
は
る
さ
め
を

ま
ぜ
て
タ
レ
を
か
け
ま
す
。

　
う
つ
わ
に
こ
ん
も
り
と
も
っ
て
上

に
せ
ん
切
り
し
た
薄
焼
き
卵
を
か
ざ

っ
て
出
来
上
り
ま
す
。

　
　
　
訪
問
販
売

　
最
近
子
ど
も
向
け
の
高
価
な
学
習

用
教
材
機
器
や
、
学
生
、
若
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
電
話
で
喫
茶
店
に
呼
び

出
し
外
国
旅
行
に
行
け
ま
す
と
話
し

た
く
み
に
も
ち
か
け
て
、
英
会
話
の

し
、
瀞

か

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
予
約
さ
せ
ら
れ
　
付
）
郵
便
に
し
て
発
送
す
る
と
確
実

た
り
、
お
年
寄
り
に
は
、
健
康
食
品
　
で
す
。
電
話
に
よ
る
解
約
申
込
み

大
理
石
の
つ
ぼ
な
ど
の
訪
問
販
売
商
　
は
無
効
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

法
が
増
加
し
、
契
約
、
解
約
、
解
料
　
　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
期
間
を
経
過

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
　
す
る
と
解
約
は
む
づ
か
し
く
な
り
ま

い
ま
す
。
契
約
を
な
さ
れ
る
と
き
は
　
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明
を
う
の
み
に
　
　
内
容
証
明
書
の
書
き
方

し
な
い
で
商
品
を
よ
く
確
か
め
て
契
　
　
例
　
契
約
の
解
除
に
つ
い
て

の
内
容
を
よ
く
検
討
し
、
納
得
の
い
　
　
昭
和
○
年
○
月
O
日
に
自
宅
に
お

く
ま
で
確
認
し
ま
た
家
族
と
も
話
し
　
い
て
、
貴
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
○
○

合
い
、
そ
の
場
で
お
金
を
払
っ
た
り
　
氏
に
勧
め
ら
れ
学
習
教
材
○
○
（
契

印
鑑
を
押
し
た
り
し
な
い
こ
と
。
も
約
番
号
O
O
）
の
購
入
契
約
を
レ
ま

し
契
約
解
除
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
　
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
解
約
を
し
た

全
額
支
払
い
を
し
て
い
ま
す
と
解
約
　
い
の
で
支
払
済
み
の
○
○
円
を
直
ち

は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
よ
く
注
意
　
に
返
金
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ど
う
し
て
も
契
　
い
し
ま
す
。

約
解
除
を
し
た
い
時
は
契
約
の
申
込
　
　
昭
和
○
年
○
月
○
日

み
を
し
た
日
を
含
め
て
四
日
以
内
で
　
　
住
所

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
出
来
　
　
氏
名

ま
す
。
そ
の
時
書
面
で
（
内
容
証
明
　
　
契
約
相
手
会
社
住
所
氏
名

定 例
相　談　区　分

入亦径主雍護不目言炎

行政相談

生活相談

社会保険相談

高齢者職業紹介

税務相談

消費生活相談

補聴器巡回
サ　ー　ビ　ス

相　談　日

5

10

5・17・25

21

4・18

17

毎週水木金

6・27

時　　　問

10時～12時

10時～12時

10時～12時

鱒一15時

10H寺～14時

10日寺～16日寺

9時～16時

13時～14時

場　　　所

白石市役所

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭、差別待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困つているこ
とや希望等。

市民の日常生活上の困りごと。

健康保険、船員保険、厚生年金など

60歳以上の方の職業斡旋。

税金などに関すること。

買物苦情、消費生活一般。

補聴器の修理、調整など。

12



第3回農業祭

　　農業をとりまく厳しい情勢の中

　で、高福祉農村仕会の確立を目指
し
　し、農業者の意欲の高揚と経営の
ら

　近代化、技術の改善を図りあわせ
せ

板て一般の農林業に対する関心と理

　解を深めることを基本として、市

　と農協が主催し多くの後援と協賛

　を得ながら今年も第3回白石市農

　業祭を開催しますので、今から出

　品物の準備を心がけられるようお

　願いします。

　［＞開催期日　11月10～11日

　〉第一部農林産物共進会

　○穀類　米、麦、大豆、小豆、稲

　　か、ヨご、大豆かぶ

お
し
ら
せ
板

お
し

　　　　　　　板、

〉第二部畜産共進会

0乳用牛　5～10カ月未満

　　　　　10～16カ月未満

　　　　　16～24カ月未満

　　　　　24カ月以上

○肉用牛　8～16カ月未満

　　　　　16～24カ月未満

　　　　　24カ月以上

○種豚　　8～12カ月未満

〉出品申込〆切

　10月1日の予定です。

国民年金
　年金制度の加入期問はつながり

ます。

　年金制度には、国民年金のほか

に、厚生年金保険など七種の公的

年金制度があり、国民のだれもが

どれかの年金制度によって保障さ

れる“国民皆年金、、の体制ができ

ています。

　しかし、これらは、自営業者を

対象としている国民年金や、職場

などの厚生年金等が別れているの

で、生涯に何度か職業を移った人

の中には、全部の公的年金制度の

加入期間を通算すれば、年金を受

けられるのに、個々の制度の加入

期間だけでは、どの制度からも老

齢（退職）年金が受けられないと

いう人がでてきます。

　そこで、こうした「掛け捨て」

を妨ぐためにあるのが通算老齢年

金制度です。

　その人の各年金制度の加入期間

をたして一定年数になれば、それ

ぞれの制度から、通算老齢（退職）

年金を受けることができます。

　通算される公的年金保険、船貝
　　　　　　　　　　　　　　　お
保険、国家公務員共済組合、地方
　　　　　　　　　　　　　　　し
公務員等共済組合、私立学校教職
　　　　　　　　　　　　　　　ら
員共済組合・公共企業体職員等共せ

済組合・農林漁業団体職員共済組板

合の八つの制度です。

○園芸f乍物　りんご、なし、かき

　大根、入参、ながいも、ごぽう

　さといも、カ・んしょ、ば才しいし

　ょ、はくさい、キャベツ、レタ

　ス、カリフラワー、ほうれんそ

　う、ねぎ、たまねぎ、にんにく

○特用作物　葉たばこ、こんにゃ

　く

○飼料作目　　デントコーン、カブ

　牧乾草

O養蚕　まゆ、桑か、3ご

o林産　木炭、くるみ、カヤノミ

　くり、生しいたけ、干しいたけ

　なめこ、箱なめこ、しめじ、ほ

　た木、ほた木かぶ

　樹苗～杉、赤松、檜、唐松

　保険料の免除をうけた期間を納

めて高い年金を　　　　　　　　　　1

　国民年金は、他の公的年金制度

に加入していない入を対象として

いますので、職のない入、無収入

の人など、保険料を納められない

入のために、保険料を免除する制

度があります。

　この制度を利用すれば、老齢（通

算老齢）年金を受けることかできお

ますが、免除された期間の年金額し

は、普通に保険料を納めたときのら

三分の一に減ります。　　　　　せ

　しかし、免除された期間は、10板

年前までさかのぼって、その当時

の保険料で納めることができ、納

めれば、普通に保険料を納めた期

間と同じになりますので、収入の

あったときにはぜひ、追納してく

ださい。

　追納は、一括十年分でも、分割

して一部の期間でも、古い分から

順に納めることができます。

　高い年金を受けるために、追納

しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　お
　詳しいことは、市役所市民課国
　　　　　　　　　　　　　　　し
民年金係にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　ら

ホ
ロ
ホ
ロ
　
　
　
　
　
田
中
小
実
昌

あ
し
た
の
貌
　
　
　
夏
樹
静
子

え
く
ぽ
を
忘
れ
る
な
ん
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
代
．
亜
一

い
い
女
へ
の
旅
た
ち
　
秋
山
圭
子

　
子
ど
も
の
本

の
り
も
の
絵
ど
う
わ
　
全
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階
成
祉

な
か
え
よ
し
を
　
上
野
紀
子
の
絵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
え
よ
し
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
紀
子

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

　
　
　
ユ
ー
モ
ア
小
説
選
　
全
⑳

　
　
　
　
　
　
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

び
ょ
こ
た
ん
の
あ
た
ま
の
た
い
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
み
ひ
か
る

消
え
た
L
｝
探
検
隊

　
　
　
　
フ
f
リ
，
フ
・
レ
ー
サ
ム

えあポキわ漢人
くしロヤか字問
1よたボンテ手と重方

をのロペ春遊牛勿
，忘貌　　ス・．5～園

れ　　のわ
る　　雨が
な　　　文
ん　　　学

樹中三高斎久ヤ
静小好僑賀里コ
子実京健秀洋蝶
　昌三二夫二々

ポ
ケ
ソ
ト
の
本
、
机
の
本
丸
谷
才
一

天
中
殺
入
門
　
　
　
　
私
泉
宗
章

オ
リ
エ
ン
テ
！
リ
ン
グ
教
｛
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
潤
之
助

宮
本
百
合
子
全
集
　
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
百
合
子

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
ナ
ン
バ
！
ワ
ン

　
　
　
エ
ズ
ラ
・
F
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル

休
暇
村
の
人
び
と
　
　
佐
々
木
章
｝

愛
が
裁
か
れ
る
と
き
　
澤
地
久
伎

世
界
新
動
物
記
　
　
　
西
村
寿
行

カ
レ
ン
・
ア
ン
の
永
い
眠
リ

　
　
　
　
　
フ
イ
リ
ス
・
バ
ノ
テ
ル

電
車
の
あ
る
病
院
　
　
斎
藤
茂
太

石
油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
キ
ー

　
　
　
　
J
＆
L
・
ボ
ッ
ク
リ
ス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
横
丁
た
べ
あ
る
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
聖
子

お
部
屋
を
飾
る
ク
ッ
ン
ヨ
ン
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
出
版
局

N
H
K
趣
味
の
園
芸
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井
貞
雄

現
代
の
茶
碗
　
　
　
　
世
界
文
化
社

お
も
ろ
う
て
や
か
て
哀
し

なみ

のん

図

童
日

館
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　　結核予防法に基づき、市民の健

　康診断を行いますから必ず受診さ

　れますようお知らせいたします。

　〉レントゲン間接撮影の対象者に
お
　　は個人通知をしておりますが、
し

　　次の方は該当者から除外されま
り

　　すので通知書を衛生課又は受診
せ

板　　昭和54年度結核検診日程

結核検診
所へ返還して下さい。

①高卒以上の学生　②事業所で受

　けた方、受ける予定の方。③妊

　娠中の方。④入院中の方または

　寝たきりの方。⑤この一年間で

　病院等で受診された方。

［＞家族の方へお願い。今年まだ一

度も受診されていない方で通知書

が届かない場合、市健康センター

内衛生課へ申出て下さい。

〉肌着はボタン・ホック等のつい

ていないものを着用して下さい。

〉受検票を持参するとどこの場所

でも受検できます。

自昭和54年9月17日至昭和54年10月1日

お
し
ら
せ
板

お
し
ら
せ
板

9．17
　（月｝

月　日

9．18
（火）

9．19
困

9，20
㈲

9．21
㈲

9．22
ω

9．25
（火）

実施時間
　　　1

10．00～12．00

1．00～3．00

10．00～12．00

10．00～12．00

1．00～3．30

1．00～3．00

10．00～12．00

1．00～3．00

10．00～12．00

1．00～3．00

9　．00～11．30

9．00～12．00

1．00～2．00
　　　　　じヨのへ　むドのの
9・26』10：百σこ1ゴ為d』

困　　1．oσこーぎ∵6d』

9．27
休）

9．28
㈹

9．29
ω

10．　1

　（月）

10．00～12．00

1．00～3．00
10．00－12，00
f：bO『二＝ぎ丁6b一

9．00～12．00

．20～11．30
．00～3．6づ一

実施場　所
　号　　　　車

健康セ　ン　タ

健康セ　ン　タ

健康セ　ン　タ

健康　セ　ン　タ

越　河　公　民　館

斎　川　公　民　館

大　平　公　民　館

原
コ

上
…
滝
…
滝

実施区名
南　　町
田　　町

町長
町
町

町
理
ケ

本
亘
短

西益岡
東益岡・中益岡
新　　町

鷹　　巣

4
3
9

2
6

1
5 ～4

～
シ
72

2
2

・
～
～

1
4
7

＝
下

上
滝
…
滝

所
…
館
…
館

福　岡　公　民　館

’兀　．貧　小

白

学．．簗

挿　’柾

健康　セ　ン　タ

小原公民箪薪””町””集”響套”『置斤

2
7

～
・

3
，
6

1
・
　
原

｝2
．

レ
4
8
上

下原・山根
沖・山ノ下

　　尾箆…

南・西．上．．二．酉．王＿

響菓”∫’北

．墓、．性鼠倉．．・中些．．

猿鼻・薪町∵募’坂

9．17
　（月）

月　日

9．18
（火1

9．19
㈱

9　20
因

9．21
團

9．22
出

9．25
（火）

9．26
㈱

9．27
因

9．28
㈹

9．29
㈲

実施時間
　　　2

10．00～12．00
1　．00～3　，00

10．OO～12、00

1．00～3．00

10．00－12，00

1．00～3．00

10．00～12．00

1．00～3．00

．30～12．00

．00～3．30

9．30～11，30

10．00～12．00
1　．30～3　．66響

9．30～1130
1．00～3．00
9．30－10，30

11．oづこ曾i互：δ6’

1　．30～3｝．δ6F

9　．30～11．30

1．00～2．OO
9．OO～10．00

10．36＝’，iYl百6’

　　　910．　1　　＿　一＿

　　　1　（月）

　　　2

．30～11．30
．oo～2：δ6’

．30～葛：δ6’

実　施　場　所

　号　　　　　車

健康セ　ン　タ

健康セ　ン　タ

健康　セ　ン　タ

健康　セ　ン　タ

実施区名
柳　　町

清水小路
中町寿町
本郷第一

本郷第二
本郷第三
本郷第四

山
山
倉

郡
下

上
郡
小

．藝．．河駆．煎．．．．．．．．7・8

中－斎…埆蘂会所5”・

大鷹沢中学校

Ω
8

8　・9

11・12

・10

大鷹沢4区集会所4・5
一干’－支－字”甲”沢”宅【前…6’…’7”

大鷹沢公民館1・2・3
’天”率’都”婆－藁曹套’所…6”；『7…

白川小学校　4’丙親’生’屠モ’ジ’ダ”二－’　i早

百…｝rr…公…民”’麓一’21”3”・5

八宮生活センター
’天…『綱”』1集…’会”’所

弥治郎集会所冒乏豆””泉一”1駐””軍”－場

冒が””づ””ぢ’”栗5’『育廿

’；∫く一久”保”平”集”套彌戸斤

八實．：．亙返．．

’天　　綱
塾．．之倉．郎
’
鎌
　
　
完

”

．丞荘魍．＝．大襲．．

．盟亜．＝．1易萎i＿．．

ノ』・久保平

お
し
ら
せ
板

　　婦人の健康は家庭生活の中心で

　あり、またすこやかな子孫の育成

　に大きな影響をあたえます。
お
　　婦人の健康については栄養のか
し
　たよりや運動不足により肥り過ぎ
ら
　貧血などが多くなっています。そ
せ
　こで市では家庭の主婦や自営業の
板
　婦人、50人以下の事業所で働いて

婦人健康診査
いる婦人を対象に婦人健康診査を

実施いたします。

〉対象者　18歳から49歳までの家

　庭の主婦及自営業の婦人（学生

　事業所で受診される方は除かれ

　ます。）

〉対象地区　白石地区（結核健康

　診断と併せて実施します。）

〉検診料無料

〉検診内容　貧血検査、尿検査

　血圧測定

〉その他　個人通知をしてお1）ま

　すが、どこでも受診されない方

　は通知がなくとも直接会場にお

　出で下さい。

お
し
ら
せ
板

月　日

9．17
〔月）

9．18
（火）

実施時間
10．00～12．00

1．00～3．00

10．00～12．00

1．00－3．00

実施　場　所

白石市健康センター

白石市健康センター

実施区名
町
町
町

南
田
柳

町
町
町
町
鵬
町
町
一

　
　
理
ケ
刺
　
郷

本
長
亘
短
偏
中
寿
本

月　目

9．19
㈱

9．20
〔木）

実施時間
10．00～12．OO
1　．00～　3　．30

10．00～12．00

1．OO～3．00

実　施　場　所

白石市健康センター

白石市健康センター

実施区名

岡
岡
岡
町
二
三
四

益
益
益
　
郷
郷
郷

西
東
中
新
本
本
本

巣
山
山
倉

　
郡
　
下

鷹
上
郡
小
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三種混合定期
　　　　　　予防接種

　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合）の定期予防接種（第二期）

を行います。この予防接種は予防

接種法に基づいて実施するジフテ

リア、百日咳と保護者の不安が著

しい破傷風の予防接種を同時に行

うものです。

1日時　9月7日　13時30分～14

　ソノ

獲
　
健

保
夢

9月健藁力妙』シ瘍』 ”
s－F・

ー
ノ

日

3

4
〃

5
’ノ

「6

〃

7
’∫

Io

”

11

〃

12

”

13

〃

14

〃

17

〃

18

〃

19

”

20

〃

〃

21

〃

25

”

”

26

〃

〃

27

28

区　　　分

健　康　相　談

”

〃

〃

妊婦教室
3ヵ月髪巳健言参

健康相　談
〃

”

〃

”

”

〃

〃

lF義6ヵ月『児健猜参

健　康　相　談

診健日
し月力

り
O

健　康　 柑　臥

心の健康相畝

健康相談
〃

〃

一
∫
ー

教η
甲

健　康　 相　r，人

”

6ヵ月児健診

健康相　談
〃

〃

〃

3歳6ヵ月児育児柑，炎

健　康　相　談

〃

12力肘請児相四炎

6ヵ月児健診

健康　相　談

受付時問
9：0（｝～11：00

9：0〔）～11：00

9　：30～11　；00

9：0（〕～11：00

9：3（1～　9：40

12：40～12：50

9：00～11：00

9　：　3（）～11　：　00

9　：30～11　：｛レ0

9：3〔）～11：00

9：0〔’～11：1）0

9　：3U～11　：｛）O

9：30～11　；00

9：30～11：0｛．）

ユ2：3｛1時間厳守

O～
う
σ

トa
9：31－1～11：〔）1）

～

9　130～11　：0｛）

91“⇔～11：∩1 1

9：30～11：00

9　：3｛）～11　：0｛）

9：3⇔～11：【一K）

9　：3n－　 9　：40

9；3け～11：〔）0

913〔）～11　：1）0

12：41）～12：50

9：3置．｝～11：00

9　：3（レ～11　：0（レ

9　：30～11　：00

9：30～11：00

0013
～03ウ

一1

9　：3し）～11　：00

9　：30～11　：00

9　＝50～10：00
13＝00－13＝10
12　：4〔）　　12　：　50

9：0⇔～ll：00

対象地区

全　地　区

〃

越河地区

全　地　区

〃

’ノ

〃

下戸沢地区

全　地　区

大平地区

全　地　区

”

白III地区

全　地　区

〃

〃

1’

’F

〃

大鷹沢地区

全　地　区

〃

川原子地区

全　地　区

〃

”

小原地区
白百1也E｛些ユ外

全　地　区

大鷹霊尺4・5・6区

全　地　区

斎川地区

全　地　区

〃

面岡地区
白石地区
白石地厘以外

白石地区

全　地　区

場　　　所

健康センター

〃

越河公民館
健康センター

〃

〃

〃

下戸沢公会堂

健康センター

大平公．民館

健康センター

〃

白川公民館

健康センター

〃

”

〃

健康センクー

〃

大鷹沢公民館

健康センクー

〃

ll源、子婦入ホーム

健康センクー

〃

〃

小原公民館
健康センター

〃

大鷹沢4区集会所

健康センター

斎III公民館

健康センター
’ノ

福岡公民館
健康センター

〃

〃

備　　考

響61。

53．3

響i急。

54．3

51．3

53．9

54．3

　時30分

2場所　白石市健康センター

3料金　無料

4接種するお子さん

　昭和50年10月1日～昭和51年3

　月31日までの出生者

5その他　①問診書は必ず記載し

て当日持参して下さい。②母子

手帳も持参下さい。③身体に異

常がある場合、接種前にかかり

つけの医師の診断を受けるなど

　の処置をとって下さい。

6今回接種できないお子さん

①第1期を一回しか接種しない

　お子さん。

②53年10月以降に第一期の接種

　をしたお子さん。

佛日急患当番医

月日

2

9

15

16

23

24

30

内　　科

加藤（司）医院

5－2〔）01

引地医院
0ウ

］

柿崎医院
ラ
】5

亘理医院

5－8501

大沼医院

5－2502

広才医院

5－0238

芭　　医院

5－2410

外　　　科

刈田，」院

5 2145

宮城医院

5－26り2

加藤（大）医院

6 2653

刈田病院

5－2145

堤　　医院

5 118L

朝倉病院

5－2101

銭谷医院

5－2010

16


